
経済学部ゼミナール委員会 
                         

経済学部春季ソフトボール大会 
～ルールブック～ 

 
 今回のソフトボール大会では大会をスムーズに行う且つ皆様により楽しんでいただくために特別ルール
をいくつか設けさせていただいております。大会の円滑な進行のためには参加者 1 人 1 人のご理解と
ご協力が不可欠であり、ゼミ代表の皆さんのお力なくしては成り立ちません。熟読の方、よろしくお願い
します。  
 

開催日程 
 
予選日：5月23日(木曜日)　10:20開始～15:40終了予定 
　　　　5月24日(金曜日)　10:30開始～15:00終了予定 
 
決勝日: 5月30日(木)　10:30開始～14:50終了予定 
※予選は、どちらか1日に参加していただきます 
 
➀5月23日が雨天→23日の試合は5月30日に順延し、なお30日が雨天の場合は企画から追って連絡
いたします。  
②5月24日が雨天→後日連絡します。 
➂5月23，24日ともに雨天→後日連絡します。 
➃5月30日（決勝）が雨天→後日連絡します 
 
※1 試合予定日、予備日とも全て雨の場合、くじ引きを行い、参加チームを決めます。  
※2 予選日を2 日間完全に行えない場合でも、できる限り試合を消化する予定です。  
 
 

 
 
                         

場所 
多摩川緑地野球場 

23日　2~5面 
  24日　2~5面 
30日　2~5面 

 
 

 

交通機関 
六郷土手駅から徒歩約7分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 
受付などに関して 

☆自分のゼミの第一試合開始時間30分前までにゼミ代表が受付を済ませてください。自分のゼミの
試合時間の20分前までに全員集合し、すぐに試合を始められる状態にしてください。 
☆開始時間を１０分過ぎても、人数が揃わない等で、試合が始まらない場合は棄権として、相手　　チー
ムの不戦勝とする。また、10分以内の遅刻で試合が開始できない場合は相手チームに２点与える。審
判は正確に時間を計ること。  
☆ 先生、院生の参加は可。 
☆ 必ず試合開始前に学生証を確認致します。  
☆ 先攻・後攻は代表者のジャンケンで決める。 

 
ルール 

 
☆予選は、2日間にわたって行います。両日ともトーナメント方式 
☆23日からは４チームが、24日からは３チームが30日の決勝戦に進みます。また、両日敗者トーナメン
ト(以下参照)を実施し、敗者トーナメントで優勝した1チームも30日の決勝戦に進むことができます。
30日は計8チームがトーナメント方式で戦い、全体における優勝チームと準優勝チームを決定しま
す。 

☆それぞれの予選では第2回戦(23日:予選⑨~⑫ 24日:⑦~⑨)の敗者同士で戦う敗者トーナメントを設
けます。23日では4チームが、24日では3チームが敗者トーナメントに参加できます。両日ともトーナ
メント方式で、24日については⑨の敗者チームがシードとなります。 

☆ 試合は5イニング、※50分制とする。50分を経過しそうな場合、新たにイニングに入らない  
☆打順は順番が一定で9人以上ならば何人で回しても構わない。ただし、守備は９人で行うこと。守備交
代は何回行なってもよい。  

☆カラーコーン外へ打球がノーバウンドで出た場合は本塁打、打球に野手が触らず、バウンドで出た 場
合は三塁打、野手が触ってバウンドした場合は二塁打とする。 
☆ ５ボールでフォアボールとする   
☆ 振り逃げなし。  
☆盗塁、投手の暴投又は捕手後逸による進塁、リードは不可とする。 
☆デッドボールはあり。（ただしよけなかった場合、自分から当たりにいった場合はただのボール）  
☆エラー等によりボールが会場外へ大きく逸れた場合、原則的に各走者の進塁は１つまでとする。 ただ
し、状況によっては主審の判断に従うこと。  
☆ファウルボールは攻撃側チームが拾いに行くこと 
☆ 出場チームに野球経験者がいる場合、1イニング当たり3 人まで出場可能とする。  
☆ 当日、試合開始時に教授がいらっしゃった場合、教授がいるチームに試合前に＋1点、教授がヒット
を打てば２倍進塁、フォアボール四球の場合、２塁まで進塁できる。 

☆審判の判定に不服を言わないこと、度が過ぎた野次が確認された場合退場処分や減点処分などを
行う 
☆そのほか細かいルールは野球、ソフトボールに準ずることにします 
※予選日と決勝日――50分以内に試合が終わるようにする。  
・試合開始してから50分の時点で... 
先攻チームがプレイしている場合：後攻チームがその後プレイをし、終了した時点で勝敗を決め、本
部に報告する。 
後攻チームがプレイしている場合：後攻チームがプレイ終了次第勝敗を決め、本部に報告。 
（引き分けでも終了します。細かいところは審判の指示が出ますので、それに従ってください。） 
トーナメントで引き分けの場合　2アウト　2、3塁からのタイブレークを1イニングのみ適用 
それでも　勝負がつかない場合は代表者9人によるジャンケン 
 
 
 

 



 
 

道具に関するルール 
☆ キャッチャーは必ずマスク、防具をかぶること。 
☆バットは危ないので、ほうり投げない。明らかにバットをほうり投げた人はアウトにします。  
☆ グローブはできるだけ各自で用意すること 
☆打者はヘルメットをかぶること 

 
 

人数調整に関するルール 
 

 　　　　　チームの人数が9人に満たない場合は以下の１から３に則って対応することとする。 
 

1. 欠員が1人のみで、８人いる場合 
a. 8人で打順を回し、守備の際のキャッチャーは代わりを見つける（経ゼミ委員に余裕が

あれば経ゼミ委員が担当します） 
 

2. 調達できないのなら現地にいる他ゼミから借りる（経ゼミ委員に余裕があれば経ゼミ委員が担
当します） 

a. メリットデメリットについては「スコア調整に関するルール」参照 
 
 

スコア調整に関するルール 
● 他ゼミから人を借りてきた場合 

○ 借りたチーム：1人当たり-1点　(0-1から試合がはじまる。 
○ 試合遅刻ではじめられない場合は、欠員につき1点 

 
 

女性ルール 
・ 5振でアウトとする。 （3→5振） 
・送球エラーは考慮しない（尚捕球したからといってアウトになるわけではない、送球エラー間による進
塁がない） 
  
 

道具 
 
☆ 道具は貸し出しますが限りがあります。特にグローブは出来る限り用意をしてくること。  
☆ グローブは同じ試合会場内で共有すること。ご協力お願いします。  
 
 
 

直前キャンセルについて 
 
☆ ３日前の直前キャンセルについては来年度のソフトボール大会の参加を禁止する 
 
 

 



その他 
 
☆優勝のチームと2位のチームには景品があります。 
☆ 勝ったチームの代表が試合結果を本部に報告すること。  
☆時間厳守。ひとつの試合が遅れることが全体に影響を与える事を参加者全員が自覚すること。  
☆ リーグによって試合時間、場所が異なるので、事前にしっかりと確認すること。  
☆ スポーツマンシップにのっとり、他者に迷惑をかける行為をしないこと。  
☆キャッチボール練習は試合や通行人の邪魔にならないように安全に気をつけて行うこと。(練習用の
ボールは各自が用意すること)  

☆ ゴミは各自が責任をもって持ち帰ること。後片付けは必ずし、各自ごみ等をグランドに残さないように
すること。特に喫煙者は、自分の吸殻に責任を持つこと。  

☆ 盗難注意。  
☆ 前日の雨などで、当日行えるかどうか微妙な場合は午前8時00分に判断する。わかり次第こちらか
ら連絡。迷惑をかけてしまうので、グランドへの問い合わせは絶対にしないこと。  

☆ 簡単な救急箱は本部に用意する。お気軽にどうぞ。少しでも心配だなと思ったら、病院に行くこと。  
☆ 課外活動の申請がしてあり、自分が怪我した場合のみ保険がおりるので、病院にいったら経ゼミ委
員にご連絡ください。（病院の領収書を必ず持参してください）  

 
☆ 観戦の際に汚い野次などは絶対にしないこと。  
☆ グラウンドは火気厳禁です。バーベキューや花火は行なわないこと。 
 
 
不明な点等あれば経済学部ゼミナール委員会まで連絡してください。 
 
 


